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７
月
上
旬
の
雨
上
が
り
の
日
、
ア
ジ
サ
イ
と
石
臼
の
寺
と
し
て
有
名
な

伊
那
市
西
春
近
の
深
妙
寺
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。
境
内
や
そ
の
周
辺
に

は
約
２
５
０
０
株
・
２
０
０
種
類
の
ア
ジ
サ
イ
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、

６
月
上
旬
か
ら
７
月
中
旬
が
見
頃
と
の
こ
と
で
す
。

梅
雨
を
彩
る
ア
ジ
サ
イ
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日
頃
市
高
連
事
業
に
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
な
か

な
か
収
ま
り
ま
せ
ん
。
毎
日
テ
レ

ビ
報
道
を
み
て
一
喜
一
憂
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
活
動
も
思
う
よ

う
に
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

5
月
14
日
役
員
会
、
指
導
者
研

修
会
も
感
染
対
策
で
会
長
だ
け
に

人
員
を
絞
っ
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

今
や
人
生
１
０
０
年
の
時
代
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
伊
那
市
で

も
高
齢
者
が
31
％
を
こ
え
私
た
ち

の
存
在
感
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
総
合

的
な
プ
ラ
ン
が
で
き
ま
し
た
。

　

伊
那
市
高
齢
者
イ
ー
ナ
プ
ラ
ン

で
す
。
安
心
と
生
き
が
い
の
あ
る

長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
、
私
達
も
こ

れ
に
協
力
し
住
み
な
れ
た
地
域
で
、

生
き
甲
斐
を
も
っ
て
友
達
の
輪
を

広
げ
、
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
プ
ラ
ン
で
す
。

　

我
々
高
齢
者
は
、
技
術
、
知
恵

の
宝
庫
で
す
。
こ
れ
を
若
い
人
達

に
伝
え
る
こ
と
が
恩
返
し
で
す
。

「
伸
ば
そ
う
健
康
寿
命
・
担
お
う

地
域
づ
く
り
」
を
推
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
長
野
県
連
合
会
で
は
会
員

増
強
運
動
の
最
終
年
度
と
な
り
ま

し
た
。
ぜ
ひ
会
員
の
増
強
に
お
力

添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
野
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

名
称
変
更
し
て
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
が
、
春
富
中
学
校
の
合

唱
部
が
歌
い
Ｃ
Ｄ
が
で
き
ま
し
た
。

是
非
歌
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

役
員
の
み
な
さ
ん
、
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
維

持
、
発
展
は
大
変
の
こ
と
で
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
ご
挨
拶

新
年
度
ご
挨
拶伊

那
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

樋
代 

義
男
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こ
の
４
月
か
ら
、
社
会
福
祉
課

長
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

さ
て
、
伊
那
市
の
高
齢
化
率

は
、
4
月
１
日
現
在
31
・
５
％
で

年
々
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
令
和
22

年
に
は
、
40
％
を
超
え
る
と
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景

に
は
、
様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
出
生
者
数

の
減
少
が
顕
著
で
あ
り
、
今
後
、

更
に
高
齢
化
率
の
加
速
化
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
ク
ラ

ブ
に
お
い
て
も
、
従
来
通
り
の
活

動
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
は
残
念

な
限
り
で
す
。

　

近
年
は
、
高
齢
者
の
世
代
に
お

い
て
も
、
就
労
年
齢
の
高
齢
化
や

生
活
様
式
の
多
様
化
等
か
ら
、
高

齢
者
ク
ラ
ブ
の
団
体
数
や
加
入
者

仲
間
、
健
康
、
生
き
が
い
づ
く
り

仲
間
、
健
康
、
生
き
が
い
づ
く
り

伊
那
市
社
会
福
祉
課

課
長　

網
野
喜
彦

数
は
減
少
し
て
お
り
、
リ
ー
ダ
ー

育
成
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、
家
庭
内

に
閉
じ
込
も
る
こ
と
も
多
く
な

り
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
の
希
薄

化
や
健
康
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
伊
那

市
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５

年
度
ま
で
を
期
間
と
し
た
「
高
齢

者
イ
ー
ナ
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
高
齢
者
が
社
会
参
加
し
な

が
ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
支
え

合
い
、
元
気
に
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
取
り
組
む
と
共

に
、
皆
さ
ん
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
を

通
し
て
の
社
会
貢
献
、
仲
間
と
の

交
流
、
健
康
づ
く
り
な
ど
に
生
き

が
い
を
感
じ
、
い
つ
ま
で
も
元
気

に
毎
日
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　頭の体操答え合わせ：①混沌　②指揮　③横柄　④紛糾　⑤催促　⑥酩酊
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伊那地区

No. クラブ名 氏　名

1 御園友愛会 伊東　勝利
2 山寺白山クラブ東部 池上　悦夫
3 山寺白山クラブ中部 向山　幸子
4 山寺白山クラブ西部 守屋　武夫
5 坂下高齢者クラブ第一 赤羽　文人
6 坂下高齢者クラブ第二 有賀　昭洋
7 坂下高齢者クラブ第三 有賀　信敏
8 室町高齢者クラブ 鈴木　孝勇
9 上荒井町友愛クラブ 増田　幸佑
10 川北町高齢者クラブ 丸山敞一郎
11 線路東高齢者クラブ 北原　領一
12 伊那部盛年福祉の会 出野　恒夫
13 羽広高齢者クラブ 小林　英男
14 なんたって吹上倶楽部 有賀　憲幸
15 横山鳩吹会 中村　静男
16 ますみが丘シニアクラブ 清水　　満
17 下小沢あかりの会 唐澤　壽男
18 小沢いきいきクラブ 小坂美恵子
19 日影ふれあいクラブ 酒井　　巌
20 上牧20会 田畑　幸子
21 境高齢者クラブ 大住　正興
22 狐島長寿会 竹松荘次郎
23 上新田高齢者クラブ 木嶋　林弥
24 貝沼明笑会 中村　晴一
25 下殿島老人クラブ 河野　　實
26 美篶平成会 中村　敏一
27 下川千寿クラブ 春日　晴規
28 中坪元気会 藤村　和之
29 野口高齢者クラブ 石倉　勝正
30 八ツ手高齢者クラブ 宮原　弘文
31 下手良高齢者クラブ 竹中　茂二
32 小出島年輩者の会 坪木　民男
33 小出三区気楽会 清水　俊学
34 沢渡高齢者クラブ 寺山　増市

高遠地区

長谷地区

No. クラブ名 氏　名

1 東高遠仲よし会 渡辺　繼男
2 西高遠高齢者クラブ 大野田國男
3 板山悠悠会 伊藤　友久
4 塩供高齢者クラブ 北原　　勲
5 水上長生会 伊藤　　勝
6 御堂垣外明生会 藤澤　直彦
7 松倉松寿会 高嶋　國勝
8 勝間長生会 伊藤　保雄
9 芝平さくら会 星野　　進
10 金井長生会 田中　政也
11 引持楽々会 平岩　国幸

No. クラブ名 氏　名

1 非持山高齢者クラブ 池上　敏明
2 非持長生会 伊藤　光広
3 溝口高齢者クラブ 北原昭三郎
4 黒河内高齢者クラブ 市ノ羽実由
5 中尾高齢者クラブ 大出　達雄

伊那地区（連合会役員）

市役所担当 ( 社会福祉課 )

各地区担当　支所市民福祉課

社会福祉協議会 ( 高齢者クラブ担当事務局 )

役　職 氏　　名

会　長 樋代　義男
副会長 酒井　　巌
副会長 北原　幸彦

副会長 (事務局長 ) 中村　晴一
副会長 丸山敞一郎
女性部長 小坂美恵子
女性副部長 北原佐智子
理　事 伊東　勝利
理　事 守屋　武夫
理　事 出野　恒夫
理　事 竹中　茂二
理　事 清水　　満
理　事 木嶋　林弥
理　事 小林　英男
理　事 寺山　増市
理　事 大野田國男
理　事 原科　勝人
理　事 中山　晶計
理　事 伊藤　静子
理　事 小田中知文
理　事 北原きよみ
理　事 池上　清子

監　事 古旗　　功
監　事 小林　英男

伊那地区 三澤　理恵

高遠町地区 伊澤まゆみ
長谷地区 小林　貴子

局　長 森田　英和
係 秋山　芳恵

令和 3年度伊那市高齢者クラブ連合会役員名簿
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令
和
3
年
度
伊
那
市
高
齢
者

ク
ラ
ブ
連
合
会
単
位
ク
ラ
ブ
役

員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
参
加

者
を
単
位
ク
ラ
ブ
役
員
1
・
２

名
に
絞
り
少
人
数
で
又
時
間
を

縮
小
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

酒
井
副
会
長
の
開
催
宣
言

後
、
今
年
度
か
ら
新
し
く
な
り

ま
し
た
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
大
樹
の
よ

　

指
導
者
研
修
会
で
は
、
ま
す

み
ヶ
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
の
清
水
会
長
に
よ
る
事
例

発
表
が
あ
り
、
年
間
を
通
じ
て

の
、
社
会
奉
仕
、
健
康
増
進
、

教
養
向
上
活
動
等
、
事
業
の
概

要
を
話
さ
れ
、
参
加
者
の
み
な

さ
ん
は
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

次
に
、
健
康
推
進
活
動
と
し

て
、「
い
き
い
き
サ
ポ
ー
タ
ー
」

さ
ん
２
名
に
よ
る
健
康
体
操
が

あ
り
、
皆
で
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

う
に
」
を
歌
唱
。
そ
の
後
、
樋

代
会
長
に
よ
り
、
新
年
度
の
役

員
紹
介
と
担
当
職
員
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

　

会
長
挨
拶
で
は
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
培
っ
た
豊
富
な
知
識
・

経
験
・
活
力
を
生
か
し
安
心

安
全
の
住
み
良
い
地
域
づ
く
り

と
。
ま
た
、
会
員
増
強
運
動
３

か
年
の
最
終
年
に
な
る
の
で
、

「
更
な
る
皆
さ
ん
の
お
力
添
え

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
市
高
連
に
対
す
る

協
力
や
、
事
業
等
へ
の
参
加
の

お
誘
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
紹
介
で
は
、
市
、
社
会

福
祉
課
、
兼
子
美
信
係
長
、
社

協
、
森
田
秀
和
事
務
局
長
の
紹

介
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
、
及
び
事
務
局

か
ら
補
助
金
等
の
説
明
や
、
ま

た
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

令和３年度　伊那市高齢者クラブ連合会

５
月
14
日
（
金
）
伊
那
公
民
館
２
階
講
堂
に
て

単
位
ク
ラ
ブ
役
員
会
・
指
導
者
研
修
会
開
催

単
位
ク
ラ
ブ
役
員
会
・
指
導
者
研
修
会
開
催

役
員
指
導
者
研
修
会

役
員
指
導
者
研
修
会

単
位
ク
ラ
ブ
役
員
会
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55
歳
定
年
制
で
あ
っ
た
こ
ろ
、

山
寺
地
区
の
高
齢
者
と
言
っ
て

も
50
代
後
半
か
ら
六
十
代
の

方
々
の
集
ま
り
を
確
か
「
老
人

会
」
と
言
っ
て
い
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
私
の
30
代
の
頃
の

話
で
す
。

　

そ
の
後
、
山
寺
地
区
を
東
部
、

中
部
、
西
部
に
分
け
其
の
連
合

体
と
し
て
「
山
寺
白
山
ク
ラ
ブ

連
合
会
」
が
結
成
さ
れ
、
組
織

や
活
動
内
容
を
確
立
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
50
年
間
ほ

ど
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
会
員
の
健

康
増
進
と
交
流
を
目
的
に
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
が
盛
ん
で
し
た
が
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
が
普
及
し
各

地
に
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
る
と
、

個
人
プ
レ
ー
で
あ
る
マ
レ
ッ
ト

に
変
わ
り
ま
し
た
。
一
打
を
競

い
合
う
だ
け
で
な
く
和
や
か
な

楽
し
い
交
流
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

社
会
奉
仕
活
動
は
伊
那
北
駅

前
周
辺
や
高
尾
公
園
の
整
備
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
宿
泊
を
伴
う
懇
親
旅
行

や
講
演
会
、
忘
年
会
な
ど
を

実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

様
に
退
職
後
の
時
間
を
地
域
の

方
々
が
楽
し
く
有
意
義
に
過
ご

す
ク
ラ
ブ
活
動
が
現
在
ま
で
続

い
て
い
ま
す
。

　

21
世
紀
を
迎
え
る
と
、
定
年

は
60
歳
に
な
り
、
70
過
ぎ
て
も

現
役
で
働
く
人
も
い
ま
す
。
近

頃
は
、
70
代
に
な
っ
た
方
に
入

会
を
お
誘
い
す
る
と
、「
ま
だ

若
い
、
仕
事
が
あ
る
」
等
と
断

ら
れ
ま
す
。
元
気
で
仕
事
に
励

ま
れ
て
い
る
姿
は
素
晴
ら
し
い

と
思
う
の
で
す
が
会
員
は
増
加

し
ま
せ
ん
。
現
在
、
白
山
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
会
員
数
は
１
８
０

名
程
で
す
が
年
々
減
少
し
て
い

ま
す
。
会
員
の
高
齢
化
も
進
み

各
種
活
動
に
参
加
困
難
な
方
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
で
密
と
な
る
室
内
で
の

行
事
を
控
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
後
の
活
動
は
ど
の
様
に
な
る

か
見
通
せ
ま
せ
ん
。
50
余
年
の

歴
史
あ
る
白
山
ク
ラ
ブ
を
次
の

方
々
に
如
何
に
渡
す
か
が
大
き

な
課
題
で
す
。

わがクラブ紹介

山
寺
白
山
ク
ラ
ブ
の
今
昔

山
寺
白
山
ク
ラ
ブ
の
今
昔

山
寺
白
山
ク
ラ
ブ
連
合
会
　

山
寺
白
山
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
守
屋
　
武
夫

守
屋
　
武
夫
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わがクラブ紹介
　

私
た
ち
の
「
芝
平
さ
く
ら

会
」
は
高
遠
町
の
山
室
川
を
遡

り
、
入
笹
山
に
向
っ
て
最
奥
の

地
「
芝
平
」
か
ら
43
年
前
に
集

団
移
住
を
し
て
現
在
の
上
山
田

の
「
芝
平
」
に
暮
ら
す
よ
う
に

な
っ
た
40
戸
あ
ま
り
の
皆
さ
ん

で
活
動
し
て
い
る
高
齢
者
ク
ラ

ブ
で
す
。

　

現
在
会
員
は
準
会
員
（
会
費

コ
ロ
ナ
に
敗
け
な
い
で

コ
ロ
ナ
に
敗
け
な
い
で

原
科
　
勝
人

原
科
　
勝
人

５
０
０
円
は
免
除)

13
名
を
含

む
34
名
で
す
。
三
代
前
の
会
長

だ
っ
た
赤
羽
弘
輝
さ
ん
の
努
力

で
38
名
ま
で
増
え
、
優
良
ク

ラ
ブ
表
彰
も
さ
れ
た
の
で
す

が
、
そ
の
後
は
亡
く
な
ら
れ
た

り
、
転
居
さ
れ
た
り
で
減
る
一

方
で
す
。
ま
た
昨
年
は
コ
ロ
ナ

禍
で
「
花
畑
作
り
」
以
外
の
親

睦
会
や
地
域
交
流
活
動
な
ど
は

全
て
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
そ
の
た
め

に
大
幅
に
繰
越
さ
れ
た
資
金
を

活
用
し
て
今
ま
で
出
来
な
か
っ

た
こ
と
を
し
た
い
と
思
い
、
花

畑
の
ま
わ
り
を
新
し
い
ブ
ロ
ッ

ク
で
修
理
し
ま
し
た
。
写
真
は

そ
の
時
の
様
子
で
す
。
こ
の
作

業
に
は
今
ま
で
入
会
し
て
い
て

も
仕
事
で
参
加
で
き
な
か
っ
た

人
が
、
新
た
に
3
名
も
出
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
次
は
、

「
講
師
を
ま
ね
い
て
の
学
習
講

演
会
」
を
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
地
域
の
歴

史
と
か
、
社
会
問
題
、
あ
る
い

は
健
康
な
生
活
に
つ
い
て
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
。
数

年
前
か
ら
毎
月
一
回
役
員
会
を

必
ず
開
く
こ
と
に
し
て
い
る
の

で
、
皆
で
話
し
合
っ
て
取
り
組

め
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変

異
株
が
は
や
り
だ
し
て
な
か
な

か
終
息
の
見
通
し
が
立
た
な
い

中
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観
客

を
入
れ
て
行
な
う
方
針
に
な
っ

た
と
か
、
ま
す
ま
す
先
が
思
い

や
ら
れ
ま
す
。
１
０
０
年
前
の

流
行
で
は
日
本
で
40
万
人
が
死

亡
、
現
在
の
日
本
の
人
口
比
で

は
１
０
０
万
人
を
超
え
る
数
で
、

終
息
ま
で
３
年
か
か
っ
た
そ
う

で
す
。
と
に
か
く
感
染
力
が
強

い
う
え
に
感
染
す
る
と
約
２
％

は
確
実
に
死
亡
す
る
恐
ろ
し
い

病
で
す
が
恐
れ
る
あ
ま
り
家
に

閉
じ
こ
も
っ
て
ば
か
り
で
は
心

身
共
に
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
昨

年
は
中
止
し
た
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
を
会
と
し
て
週
一
で
感
染
対

策
を
し
っ
か
り
と
っ
て
皆
で
楽

し
く
活
動
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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同
じ
建
物
内
に
、
伊
那
市
役

所
か
ら
、「
福
祉
相
談
課
」
が

移
転
し
連
携
し
な
が
ら
気
持
ち

も
新
た
に
よ
り
一
層
地
域
福
祉

の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
福
祉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
２
階
に
、
今
ま
で
同

様
に
伊
那
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
団
体
室
も
配
置
さ

れ
ま
し
た
。
事
務
局
は
１
階

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係
内

に
て
業
務
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
建
物
で
よ
り
一
層
、

皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
が
出
来
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　

三
役
・
理
事
の
皆
様
は
お
越

し
い
た
だ
く
機
会
も
あ
り
ま
す

が
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
の
皆
様
は

お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
お
寄

り
く
だ
さ
い
。
ご
案
内
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

令和３年５月6日に、「新福祉まちづくりセンター」が誕生しました。
 

新
福
祉
ま
ち
づ
く
り

  

セ
ン
タ
ー
誕
生
！！

事務局：新福祉まちづくりセンター１階
　地域福祉課地域福祉係内

団体室：新福祉まちづくりセンター２階
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「
の
ば
そ
う
！　

健
康
寿
命
、

担
お
う
！　

地
域
づ
く
り
を
！
」

を
テ
ー
マ
に
県
内
4
か
所
に
分
か

れ
て
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

南
信
地
区
は
、6
月
23
日
（
水
）

か
ん
て
ん
ぱ
ぱ
「
く
ぬ
ぎ
の
杜
」

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
伊
那
市
高

齢
者
ク
ラ
ブ
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

三
役
・
理
事
で
、
23
名
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。
代
表
3
ク
ラ
ブ

の
事
例
発
表
が
あ
り
、
我
が
ク
ラ

ブ
か
ら
は
、「
下
小
沢
あ
か
り
の

会
」
会
長
の
唐
沢
壽
男
様
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ブ
と
も
、
会
員
減
少
や

存
続
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
で
は

あ
り
ま
す
が
、
今
の
状
況
で
で
き

る
事
を
模
索
し
な
が
ら
、
生
き
が

い
づ
く
り
と
し
て
、
楽
し
ん
で
活

動
す
る
こ
と
を
前
提
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
…
…
と
力
強
く
発
表
さ

れ
る
姿
は
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の

励
み
に
な
る
事
と
感
じ
ま
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
、
午
後
は
、

「
充
実
し
た
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
の
た

令
和
3
年
度
　
市
町
村
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
　
開
催
！！

め
に
」
を
テ
ー
マ
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
久

島
和
子
氏
に
よ
る
講
演
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

将
来
の
不
安
に
備
え
て
を
サ
ブ

テ
ー
マ
に
、
生
前
準
備
、
生
涯
生

活
設
計
、終
の
檀
家
選
択
等
、様
々

な
こ
れ
か
ら
起
こ
り
得
る
問
題
に

焦
点
を
あ
て
、
色
々
な
角
度
か
ら

お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
延
期
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
、
感
染
予
防
対
策
を
し
っ
か

り
行
っ
た
う
え
で
の
開
催
に
今
後

の
在
り
方
を
感
じ
良
い
研
修
会
に

な
り
ま
し
た
。

※
下
小
沢
あ
か
り
の
会
は
、
今
回

の
発
表
に
よ
り
令
和
３
年
度
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
よ
り
「
活
動

賞
」
の
推
薦
を
受
け
受
賞
さ
れ
る

事
に
な
り
ま
し
た
。



私たちは伊那市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています

第 25 号（10）令和 3 年 8 月発行

答えは 12ページ（裏表紙）の下に！

【タテ 1】長旅・出陣などのために、自分の家から
	 出発すること。新しい生活を始めること。
【タテ 2】	古文書や暗号などを読み解くこと。
【タテ 3】	ほめるために与える金品。
【タテ 6】まじめな顔つき。
【タテ 8】	戦いに用いる道具。

タテのカギ

A

B

C

D 

E 

ヨコのカギ

【ヨコ 1】証券取引所で売買される株式の価格。
【ヨコ 4】場所を移し変えること。
【ヨコ 5】壁面より外側に張り出している窓。
【ヨコ 7】大学で専攻する学問の分野によって分け
	 たそれぞれの部。
【ヨコ 9】よく晴れた空のような色。
【ヨコ 10】大気中の水蒸気が集まって小さな水滴と
	 		なり、煙のように立ち込めるもの。
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短 

歌
・
急
ぎ
行
く
雲
の
合
間
の
富
士
山
に

   

カ
メ
ラ
据
え
る
シ
ル
バ
ー
さ
ん
等 

西
高
遠
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
米
山
美
恵
子

・
厨
見
れ
云
ひ
た
き
事
の
多
か
り
き

   
子
に
従
ひ
ぬ
退
院
の
吾
は

西
高
遠
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
広
瀬
千
代
美

・
宵
待
草
の
花
咲
き
初
む
る
野
辺
の
道

   

忘
却
と
い
ふ
は
悲
し
み
に
似
る

西
高
遠
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
遠
藤
　
照
子

・
山
門
に
佇
ち
御
座
す
像
か
た
ど
ら
れ

   

征
き
て
還
ら
ぬ
前
の
住
職

坂
下
高
齢
者
ク
ラ
ブ
第
二
　
原
　
　
や
す

・
綴
じ
ひ
も
も
切
れ
て
虫
喰
い
し

   

江
戸
の
世
の
古
文
書
寄
託
す
歴
史
博
物
館
に

御
園
友
愛
会
　
　
　
　
　
　
御
子
柴
　
錦

・
亡
き
君
に
似
て
啼
く
鳥
に
聴
き
お
り
て

   

優
し
き
記
憶
が
我
れ
を
励
ま
す

御
園
友
愛
会
　
　
　
　
　
　
北
原
佐
智
子

・
何
処
ま
で
と
決
め
る
で
な
く
て
出
来
る
だ
け

   

気
ま
ま
に
暮
ら
す
老
い
の
草
取
り

貝
沼
明
笑
会
　
　
　
　
　
　
立
花
　
善
英

・
兄
、
今
年
よ
わ
い
八
十
八
日
々

   

躍
動
せ
し
少
年
時
代
三
度
再
現
し
た
し

上
新
田
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
池
上
　
弘
祥

・
闇
の
中
ほ
の
か
に
う
か
ぶ
梅
の
花

   

東
風
は
吹
か
ね
ど
匂
い
よ
せ
く
る

上
新
田
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
原
　
　
　
弘

・
生
き
る
と
は
苦
し
き
も
の
と
知
る
と
き
ぞ

   

春
の
憂
い
に
花
も
散
る
ら
ん

上
新
田
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
小
林
　
初
彦

文 芸 欄

編 集 後 記
　普段の生活が一変してしまう……
とはまさに今日のようで、昨年度か
らの「新型コロナウイルス感染症」
の猛威は衰えることなく、まるで波
のように満ちては引き引いては満ち
の繰り返しで、私たちの生活にかな
りのダメージを与え続けています。
　終息は見えぬ状況ではあります
が、ご自身の健康をご自身で守るこ
とが不可欠ですので気を緩めること
なく、気をつけていきましょう。
　そして、このような日々の中で
も、新しい生活様式を守りながらク
ラブの活動を継続していけるよう努
めていきたいと思います。
　市高連だより25号発行に当たり、
ご協力いただきました皆様には御礼
申し上げます。
　原稿・文芸欄等、随時募集してい
ますのでご寄稿をよろしくお願いし
ます。

編集委員　委員長　北原幸彦

俳 

句
・
あ
ち
こ
ち
の
道
新
た
な
り
若
葉
旅

溝
口
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
北
原
昭
三
郎

・
峰
白
く
郷
花
咲
き
て
水
青
し

溝
口
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
中
山
　
梅
治

・
玉
葱
の
葉
が
ツ
ー
ン
と
伸
び
気
持
ち
良
し

溝
口
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
中
山
　
明
子

・
野
も
山
も
緑
に
染
ま
る
風
さ
え
も

溝
口
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
田
村
ち
づ
子

川 

柳
・
終
活
は
ま
だ
早
い
よ
と
子
ら
に
言
う

西
高
遠
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
井
口
　
公
雄

・
夫
植
へ
し
ボ
タ
ン
の
咲
き
て
会
話
増
す

西
高
遠
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
広
瀬
千
代
美

・
高
齢
者
願
い
は
一
つ
身
の
健
康

貝
沼
明
笑
会
　
　
　
　
　
立
花
　
善
英

・
お
茶
だ
よ
と
言
っ
て
座
れ
ば
コ
ー
ヒ
ー
が

上
新
田
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
牧
田
　
良
治

・
春
の
田
に
野
鳥
引
寄
す
ト
ラ
ク
タ
ー

溝
口
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
中
山
　
幾
雄

・
仙
丈
岳
の
嶺
よ
り
旅
の
田
水
か
な

溝
口
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
中
山
　
晶
計

・
コ
ロ
ナ
禍
に
菩
提
寺
の
牡
丹
独
り
咲
き

溝
口
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
　
中
山
　
友
悦

・
春
の
風
邪
臥
す
ほ
ど
な
ら
ず
置
き
薬

西
高
遠
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
井
口
　
公
雄

・
空
晴
れ
て
バ
ラ
は
真
紅
に
垣
青
し

西
高
遠
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
中
山
　
節
子

・
心
満
つ
梅
一
輪
と
対
峙
し
て

夏
爐
　
　
　
　
　
　
　
黒
河
内
美
恵
子

・
皮
ジ
ャ
ン
の
バ
イ
ク
の
集
団
若
葉
風

貝
沼
明
笑
会
　
　
　
　
　
立
花
　
善
英

・
汗
ば
む
や
健
康
体
操
寒
き
夜
も

上
新
田
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
原
　
　
久
子
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スポンサーへのお礼　
本誌発行に際しましてご協力頂きましたスポンサー各位に厚く御礼を申し上げます。今後共倍旧のご厚誼を賜りますよ
うお願い申し上げます。

市高連事務局より お知らせ市高連事務局より お知らせ
　昨年度高齢者クラブで購入しました、「ボッ
チャ」が、今年度も単位クラブさんで活躍して
います。
　６月４日に、長谷溝口高齢者クラブさんより、
講習会をやってほしい！とご依頼いただきまし
た。非持高齢者クラブの皆さんも参加されると
のことで、ボッチャ人気が少しずつ広がりはじ
めています。
　そもそも、溝口高齢者クラブさんが、このボ
ッチャに興味を持たれたのは、お孫さんが小学
校の授業でボッチャをやり、年齢に関係なく、
どんな人でもできるスポーツとして、教えてく
れたことが、今回のきっかけのようでした。
　子どもでも、大人でも、高齢者でも障がい
者でも、みんなが
一緒に楽しめるス
ポーツということ
で、お孫さんから
勧められ今回溝口
高齢者クラブさん
は、クラブとして
1 個購入されまし
た。

　こんな時だからこそ、みんなで楽しめるもの
を……と役員さんが中心になり昨年度活動が出
来ず、予算をどのようなことに使用できるの
か？とどのクラブさんも試行錯誤だと思います。
今後の単位クラブの参考にさせていただければ
と思います。ちなみに、長谷高齢者クラブさん
が７月 13 日（火）に単位クラブとして体験会
を開催しました。
　その他クラブも、「ボッチャ」を利用しての
活動を行っている所が増えてきました。昨年購
入した市高連のボッチャ２個も活用して下さい。

クロスワードの答え：ブドウガリ
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ボッチャ!!ボッチャ!!


